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「なぜ」の振り返りと「できたこと」や「強み」を生かしたチャレンジを 

 

校長 大脇 知子 

 

 今年は梅雨入りが遅く既に夏がやってきたような暑さが続いている中、先日交流体育祭が開催

されました。保護者の皆様にはご来校いただきありがとうございました。保護者の皆様の応援を

受けて、生徒の皆さんが自分らしく精一杯の力を発揮する姿や、入退場時に分教室の全員で出場

する生徒を拍手で讃える姿に、皆さんの頑張りと「絆」を感じとても感動しました。 

交流体育祭では、生徒の皆さんそれぞれに目標があり、取り組み方や参加方法も個に応じたも

のであったと思います。交流体育祭を終えて、皆さんは「頑張った」「楽しかった」「嬉しかった」

「悔しかった」など様々な思いや感想を持ったことと思います。是非、その自分の思いや感想の

「なぜ」を考えてみてほしいと思います。 

「頑張った」という人は何を・どのように頑張ったのでしょうか？「楽しかった」という人は、

何が・どのように楽しかったのでしょうか？友だちと一緒にできて楽しかったのでしょうか？「悔

しかった」という人は、「なぜ」悔しい思いが残っているのでしょうか？頑張ったのに結果がでな

くて悔しかったのでしょうか？など、様々な「なぜ」を考えて振り返ってほしいと思います。   

その振り返りの時に大事なのは、今回の取組の中で自分の「できたこと」や「強み」を探すと

いうことです。一人で探すのが難しければ、保護者の方や先生方に聞いて一緒に探してみてくだ

さい。そして、見つけた「できたこと」や「強み」をこれからの学校生活につなげてどんどん「チ

ャレンジ」してほしいと思います。 

これから授業や現場実習、校外学習などの行事等、様々な取組が続きます。常に「なぜ」の振

り返りと「できたこと」や「強み」を生かした「チャレンジ」を続けてください。そして、生徒

同士の「絆」をさらに深めながら成長していってほしいと思います。 
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※ ７月から分教室携帯の電話番号が変わります。 

（新） 070-1792-1657 

（旧） 090-3993-6854 

 


